
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①機能について（内の機能 VS 外の負担） 

西洋医学では、外からの要因で症状が起こる・病気になる、と考えます。例えば、インフルエンザ
ウイルスが存在するからインフルエンザを発症する、重たい物を持つからぎっくり腰になる、と考
えます。 

ただ、インフルエンザウイルスが存在するのに、発症する人と発症しない人がいるのはなぜでしょ
う？ 
重い物を持ってもぎっくり腰にならない人もいれば、ほんの軽い物を持っただけでぎっくり腰にな
る人がいるのはなぜでしょう？ 

東洋医学では、内の要因、つまり自分自身の持っている機能を重視します。自分の機能が外から
の負担に勝っている場合は症状は起きません。症状が起きているということは、自分自身の機能
が落ちているということです。 

機能を高める事が不調を無くす根本解決になり

ます。 

鍼灸治療は機能を高める事を最も得意とする治

療法です。 

 

健康に関して、診療中でもお気軽にお聞き下さい。色々とお伝えしたいと思っています。スタッフ一同 
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